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報 道 発 表 
 

   
件名：「定期縛りなし」の商品を購入したのに定期購入に！ 

低価格を強調する広告に注意して！ 
『ＨＳＮ station 最近の相談※』     

東三河広域連合では、域内8 市町村に消費生活相談センター・相談室を設置し、国家資格を有した 
消費生活相談員が⽉〜⾦曜⽇の9 時〜16 時30 分、様々な消費生活相談に応じています。 
困ったときは、早めにお近くの消費生活センターにご相談ください。 

 

【事例：「定期縛りなし」を強調する定期購入のトラブル】 

スマホでＳＮＳ利用中に「定期縛りなし」と記載がある、しわ改善クリームの広告が表示された。
１回だけの購入であれば試しに使ってみたいと思い、販売サイトにアクセス。特別クーポンを利
用して初回1,980 円で注文した。定期購入ではないと思っていたが、届いた商品と一緒に入って
いた納品書に「定期コース」の記載があり、不安になった。 
販売業者に電話したところ、定期購入であり、2 回目以降の請求代⾦は20,000 円と言われた。2
回目の商品を受け取って解約するか、2 回目の商品を受け取らずに解約するには、初回特別価格
と定価の差額8,800 円を支払って、と言われた。納得できない。（６0 代・女性） 
☛「定期縛りなし」は「１回限り」を指す言葉ではなく、約束された受け取り回数の縛りがない

という意味を指す言葉であると思われ、注意が必要です。 
インターネット通販の場合、広告や最終確認画面に「分量」「販売価格・対価」「支払いの時期・  
方法」「引渡し時期・提供時期」「申し込みの期間」「申し込みの撤回、解除に関する事項」に
ついて、わかりやすく表示することが義務付けられています。表示がなかった、もしくはわか
りにくかったことにより、誤認して申し込みをした場合は申し込みを取り消すことが可能です。
誤認して申し込んだ根拠となる画像を示し、販売業者と交渉することが望ましいと助言しまし
た。 
 

【留意点と対策】 

  通信販売では、無条件で契約を解除できるクーリング・オフ制度はありません。 

〇一旦契約すると簡単に解約できない場合もありますので、申し込みの段階で契約内容

や解約方法をしっかり確認し、納得できない点があれば、申し込みを見合わせましょう。

〇インターネット通販では、「最終確認画面」で定期購入になっていないか、最低購入 

回数に縛りがないか、2回目以降の代金等の販売条件や、解約条件を必ず確認しまし 

ょう。 

〇最終確認画面を「スクリーンショット」で保存するなど、注文内容がわかる画像を証

拠として残しておきましょう。 

  
※ＨＳＮ stationとは…東三河広域連合消費生活センター相談ニュースの頭文字から命名。 


